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抗結 核 活働 性免疫 ノ獲 得ニ 於 ケ ルAOト 結 核 菌

「コ クチ ゲ ン」トノ效 力 ノ比較 實驗

第3報 結 核 菌「コクチ ゲ ン」ニ ヨ リテ獲 得 セ ラルベ

キ最 大抗 結 核 免疫 程 度

京都帝國大學醫學部外科學教室(島潟赦授指導)

大學院學生 鵬 珪 河 田 幸 一朗

緒

結核菌テ健常成熟海猿 二腹腔内注射ニ ヨリテ感

染セシメタル場合ノ感染程度テ判定スル爲 ノ指

標(第1報)二 立脚 シテ、既二AO注 射 ニヨル最

大免疫程度テ求メ得タルガ如 ク(第2報)、 本報

言

ikニ ア リ テ ハ 結 核 菌 「コ ク チ グ ンJ-:一 ヨ リ テ爾 他

同 一 條 件 ノ下 二 、 同 一一H的 テ以 テi途行 シ タ ル 實

験 ノ結 果 ヲ述 ブ ル 所 ア ラ ン ト ス。

實験材料

1.結 核 菌 「コ ク チゲ ン」 市 販 製 造 日付 昭

和8年7月25日 。

2.感 染 用人型 結 核菌 液 第2報 所 載 ト全 ク同

一 ナ リ
。

3.試 獣 膿 重300瓦 内外 ノ健 常 ナル 雄 性 海

猿。5頭 テ1群 トス。

其 ノ飼 養 法 ハ第1報 所 載 ノ如 シ。

實験方法

本 實験 ハ第2報 「AOニ ヨ リテ 獲 得 セ ラル ベ キ

最大 抗結 核 免 疫 程 度」ノ研 究 ト 同時 同 列 二開 始

セ ラ レタ リ。

1.免 疫 結 核菌 「コ クチ ゲ ン」0.5琵 、1.5琵 、

3・0琵 、4・5耗 、 及 『ビ6.0耗 ノ各 量 ラ室 腹 時 「海

狽』ノ腹腔 へ一 同 限 リ注 意 ス。

注射後 ノ休 養 期 間 トシテ ハAOノ 場 合 ト同様 二

3週 間 ラ與 ヘ タ リ。

2・ 感染 感 染 用 標 準人 型 結 核 菌 液0.5耗(菌

量約0.00035耗)テ 空 腹 時 海 狸 ノ 腹 腔 二注 射 セ

リ^

3.観 察 膿 重 ハ休 養 期 間 テ通 ジ毎 週 一 同 朝 室

腹 時 二秤 量 セ リ。

海 狸 各 個 ノ生 活 條 件 テ均 等 ナ ラ シム ・し鮎 二最 モ

留 意 セ リ。

實 験 第1結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」

用 量0.5耗 ノ 場 合

所 見 ハ第1表 ノ如 シ。

第1表 結 核 菌 「コ ク チゲ ソ」用 量0.5耗 ・場 合

試 獣 番 號

411X骨 豊 重

1111X週 間 ノ増減1禮重

Nr・28・INre2821N・283

290

一51285

295

十51300 1「藷1

N・ ・2841riNT・ ・285倭 均

298

十71305

305

十7/312

296.5

十6.0



1092 河 田=抗 結核活働性免疫 ノ穫得 二於 ケ,レAO1・ 結 核 菌「コクチゲ ソ」トノ数 力 ノ比 較實験 【第14巻

18/IX週 間 ノ堆 滅ノ1盟皿 十331318 十15!315 一61305 十101315 +51317十11・4

25!1螺 藤 減1脚 十7!325 一5!310 十7!312 十21317 十31320十2.81316。8

2!X週1-1{jノ 増減1骨盈霊 十1!326-。201290 一391273--32/285 一151305

9!X週1}S1ノ 士曾滅!慨豊皿 十16!342-12!278 十12/285

一21。0

十5!290十171322 十7。6

16!XmellSlノ 塘 減!佃窪1lt・-521290十7!285十15!300
一6!284-341288-14・0

23!X週1昌1ノ 堆 滅!冊皇M-[-30!260

301X週llllノ 上嫡「減 〃蝦,「ヒ ー371223

6!X1週 「:Slノま曾減/骨瞥llll/

131XI週 間 ノ』曾減1鱒 重/

201XI週 間 ノ培 滅 〃綿霊/

十15!300 十51305

一17!283 一121293

一43!240

/

一8!285

-51280

/ 一121268

27!XI週1}{】 ノ堆 減!慨11t / / 一6!262

4!X旺 週"矧 ノ」甲『減!骨 豊。『R. / / 一20!242

111血 週間 ノ堆減!髄重/ / 一71235

十61290十2!290-0。4

-22.2-151275-301260

-20 .2-251235-51270

-4.3-201215十121282

-14 .5/一一171265

-20。0/-341231

-21.5/-231208

//-7・0

休養期 間中1燈重 ノ推移 十35 十15十17 十19 +15

195

十20.3

死 亡 時 超 重 188 202 205 215

一125

201.0

死 亡 時盟重 ノ減少 一137 一108 一107 一102 一115.8

感 染 後 生 存 日数 38 46 藪i一 49 73 57.4

剖

槍

所

見

1
2
肋 膜 干 滑

梱濁充血 シテ
所 々二繊維素

性禦片 ヲ附著
ス、滲 出液 ヲ

認 ム

所 々二繊維素
性 ノ紫片 ヲ附
著 ス

亭 滑

粗 ニ シテ所 々
二膜標物 ヲ附

著 セ リ、滲 出
液 ヲ認 ム

腹 膜 卒 滑

潤濁充血 シテ
滲 出液 ヲ認 ム
乾酪性結節 ヲ
散 見ス

概 ネZF滑 ナ レ
共脾 二接 ス ル
部 二少数 ノ結
節 ヲ認 ム

4斗 滑

粗 ニシテ滲出
液 ヲ充 テ リ所
々二乾 酪性結

節 ヲ認 ム

大 網 膜 著 シク肥厚 シ
充血 ス

大 ナ ァレ索状 ノ

畳 塊 トナ リ結

節 ヲ認 ム

索状 トナ リテ
上方 二牽退 セ
リ結節多数

大 ナ'レ畳 塊 ト
ナ レ リ

1困濁 シテ索状
ノ畳塊 トナ リ

結節多数

腸 間 膜
淋巴腺腫ヲ認
ム

凪 厚 シテ所 々
二結 節 ヲ認 ム

淋 巴腺腫 ア リ

肥厚 ジテ淋巴
腺腫多数 ア リ

淋 巴腺腫 ヲ認
ム

肥厚 シテ結節

淋巴腺腫 ヲ認
ム

右 肺
所 見

暗赤色
少数 ノ粟粒大
硝子様結節 ヲ
認 ム

暗赤色
粟粒大硝子様
ノ結 節 ヲ散見
ス

淡褐色
粟粒大硝子標
ノ結節 ヲ散見
ス

淡褐色
粟粒大硝子様
ノ結節 ヲ散 見
ス

暗赤色

粟粒大硝子檬
ノ結節 ヲ認 ム

重 3.6 3.7 3.0 3.1 2.8 3.2
一

左 肺
所 見 同 上 同 上 同 上 同.上 同 上

重 3.3 3.3 2.7 3.2 2.6 3.0
一

肝
所 見

表面亭滑
粟粒大硝子標
ノ結節 ヲ認 ム

表面凹凸不正
粟粒大硝子様
ノ結節 ヲ散 見
ス

表面 凹凸不 正
不 正島喚状 ノ
乾酪性結 節 ヲ
認 ム

表面平滑
粟粒大ノ乾酪
性結節鮎在ス

表面頴粒状
不正島喚状ノ
乾酪性結節多
数ヲ認ム

重 15.7 19.5 18.0 17.2 20.5 18.2

脾
所 見 同 上 同 上

表面頴粒状
不正島喚状ノ
乾酪性結節ヲ
認ム

表面凹凸不正
乾酪性結節ヲ
散見ス

同 上

重 1.8 2.3 2.1 3.5 3.6 2.7

實 験第2結 核菌 「コクチゲ ン」

用 量1.5琵 ノ場合

所 見 ハ 第2表 ノ如 シ。



第10號 】 河 田=抗 結 核活働性免疫 ノ獲得 二於 ケ,レAOト 結核菌 「コ〃チゲ ン」1'ノ数 力 ノ比較箕験 1093

試 獣 番

第2表 結 核 菌 「コク チ ゲ ンJ川 肚1.5蝿 ノ場 合

411X盟

號lNr・286

重313

11!IX週 間 ノ堆 減1髄 重 十21315

18/IX週 間 ノ堆 減 ノ髄 重1-7!308

2511X籍羅慈婁減1饅重i

2/x週 間ノ鰍 塵]

91X週 間 ノ培減1饅重1

161X週 間ノ堆減1髄重1

231X週 間 ノ培減ノ趙重1

十271335

Nr.287

282

+181300

十151315

31鵠離 灘 ヨ

131XI週 間 ノ培減ノ髄重

一131302

十51340

-12!328

十81336

-19!317
1　 　 ト

ー29/2881

_81280!

-51275

-31272i

-2/2701

-151255i

-5!250i

/1
十221

2101

_125i

82i

滑irp

十161318

-26/292

十31295

-51290

一201270

十11271

N・ ・288iN・ ・

295

+1澗 三rr

28glNr・29・1不

298268

十7!305

1十12!310

+22!3271
十7!317

一17!310

-2012901-3/295

+612961

-201276

　 　

201XI週 間 ノ堆 減1盟 重

271XI週 間 ノ培 減/饅 重i

4/M週 間 ノ墳減1饅重

111XII週 間 ノ堆 減/髄 重

+12/288

十7!295

十11318

=琢 。!2981

一LSPt-,週間 ノ培塗堕 里1

休養期間中盟重 ノ推 移1

死 亡 時 盤 重

死亡 時饅重 ノ減少

感 染 後 生 存 日数1

剖

検

肋

腹

大 網

腸 間

右 肺

識耀

卒

弊

膜

一

一41291

-61285

-12!273

-20!253

+9/280「=51290「=i[31240

-151265「 可 暮厩 「1-25/215

-2126301272/

-1512481-221250i/

-26/222-12!238i/

・一一19!203-281210/

十20十32十20

193i1951-205
　 　

一一1091-d-132・-113

881

膜欝 縢 卒

滑

滑

5789

テ
素
著

シ
維
附

血
繊

ヲ

充

二
片

濁

々
紫

潤
所
性

ス

性

ス

素
著

維
附

繊

ヲ
々
禦

所
索

欝韓 壷

十22!290

十11/301

所

左 肺

一131288

見

1-
]

十17/305

十21307

-12!295

-251270

-15!255

/

/

/

/

/

/

/

十20

240

-48

39

2F

滑

滑,

ム

璽 謙 響鎌 購i響騨 癖 状}
膜渉巴腺瞬 巴腺囲 灘 蓼蕾糠 重ヲ認雁 腫ヲ認1

肝

所 見

重

所 見

重

所 見

難琴墓懸 萎麟 翻 最舌㌫ 欝!
3.5

同 上

3.2

3.2

同 上

3.1

認

8　2

上同

0つ3

仏
i

色赤暗
-

色
粒

白
題

灰
細

紅
面

淡
庚

表面顧粒状 ニ
シテ灰 白黄色
ノ斑紋 ア リ、

乾酪性結節 ヲ徹
見ス

表面凹凸不正
ニシテ灰 白黄

色 ノ斑絞 ア リ
乾酪性 結節 ヲ
散 見ス

表面卒滑
粟粒大硝 子様結

節黙 在 セル
ヲ認 ム

i蟹ア繍 多編 ヲ認ム
2.73.6

同 上 同 上

2.43.4

簿灘鞭

不 均

291.0

十14.2

十3.8

十4.81313.8

十 〇.2

一11 .8

十 〇.2

一25.0

一12.8

一5 .0

一3 .5

一15 .3

一1 .3

十17.3

一14 .3

一23 .5

十22.8

208.4

一105 .4

71.0

3.4

3.0



1094 河 田謬抗繊 鞭 性免疫 ・獲 得 二於 ケ'レAO噺 核薗「コ〃チゲ ン」トノ奴 力 ノ比較實囎 【第1蜷

一 馬 占

電
輌

所 見

22.0
■

20.0 15.5 14.6 16.3
一

17.7一

脾
同L 同L

表而願粒状
乾酪性結節ヲ
散見ス

表面胤 ニ シテ
所 々二膜梯物
質 ヲ附著 シ大
綱 膜 ト億著 ス
乾酪性締節散
見ス

表面顧粒1伏乾酪性結節
ヲ

散見ス

霊 3.2

一 『 響一

4.8 3.5 2.1 2.0 3.1

實 験 第3結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」 所 見 ハ 第3表 ノ如 シ。

用 量3.O'"eノ 場 合

策3表 結核菌「・〃チゲ ン」川 量3・O劃…ノ場F合

試 獣 番 號 Nr.291 Nr.292 N農2931翫294 NL295悸 均

411Xf濫1R 304 295 285
噌£

90 30812%'4
}

1111X週 間 ノ堆 減!肥 重 十231327

一_雪}

十5/300 十251310 十131303 十1713251十16.6
一 　

1811X週 間 ・増 減1髄1E 十81335 十81308 一81302 一11302 十51330 十2.4

2511螺 藤 減ノ麟 一201315 十22,330 一101292 十51307 十121342 十4。81317.2

21X週 間 ノ堆減1髄重 一11/304 十51335 十221314 十7/314 一221320 十 〇。2

9!X週 間 ノ墳減/艦重 十151319 一13!322 一61308 十61320 一301290 一5.1

16!X週 間 ノ墳減1超重 十71326

一一
一321290 一231285 一101310 一141276 一14.4

231X週 間 ノ塘減1髄重 十8!334 一21288 一15/270 十121322 十71383 十2.0

30/X週 間 ノ培減1盟重
一『

一 　一

一17!317 十21290 01270 十231345 一231260 一3.0

6!XI週 間 ・塘減1鯉重 一61311 一251265 十4!274 一211324 01260 一12.0

13/X皿 週 間 ノ増 減1髄 重 一18/293 一21263 一191255 一181306 一15!245 一14.4

20/X皿 週 間 ノ培 減1燈 重 一1!292 一23!240 一25!230 一161290 一51240 一14.0
一一 一 一}

271XH週 間 ノ増減1盟重 一71285 一11!229 / 一51285 一121228 一8.7
一 一一

41X皿 週 間 ノ堆 減1趙 重
一 一

一111274
_一

一221207 / 十13/298 十181210 一9 .5
一

11!X皿 週 間 ノ堆 減1饅 重 一14/260 / / 一131285 / 一13 .5

18/X皿 週 間 ノ塘 減!髄 重 十51265 / / 一20!265 / 一7.5
一

251X皿週間 ノ堆減/髄重
一 一

/
' / / 一21263 / 一2 .0

2!1週 間 ノ塘減1膣重 / / / 一71256 / 一7 .0

休養期間中燈重ノ推移 十11 十a5 十7 十17 十34 十20.8

死 亡 時 膣 重 245 190 215 253 198 220.2

死亡 時髄重 ノ減少 一70 一140 一77 一54 一144 一97 .0
一

感 染 後 生 存 日数 87 74 57 102 76 79.2

剖

肋 膜 亭 滑
掴濁充血 シテ
繊維素性紫片
ヲ附著ス

潤濁充血 シ暗
赤色 ヲ帯 ブル
滲 出液 ヲ認 ム

下 滑 粗 ニ シテ滲 出
液 ヲ認 ム

腹 膜 卒 滑 潤濁充血 シテ滲 出液
ヲ認 ム

下 滑 亭 滑

粗 ニ シテ滲 出
液 ヲ認 ム、乾
酪性結節 ヲ散
見ス

.

大 網 膜
結節 ヲ形成 シ
テ上方 二牽退
セ リ

大 ナル亜塊 ヲ
ナ シ結節 ヲ認
ム

大 ナ ル唖 塊 ヲ

ナ セ リ
大 ナ'レ亟 塊 ヲ
ナ セ リ`

索状 トナ リテ
上方 二牽退 セ
リ、結 節 ヲ認
ム

0

腸 間 膜
淋 巴腺腫 多藪
ヲ認 ム

肥厚 シテ結節
ヲ認 ム、淋 巴
腺腫 多数

淋 巴腺腫 ヲ認
ム

肥厚 シテ多数
ノ淋巴腺腫 ヲ

認 ム

肥厚 シテ結節
ヲ散 見ス淋 巴
腺腫 ア リ
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楡

所

見

右 肺

左 肺

肝

所 見 藩 黒 婆寂 ア リ'St"eVt"'状th'f"""`結1

1漁 色 臨 ノ斑1囎簸 瓢li麟 葵蔽

重 2.4

所 見

重

同 上

2.1

杏縦 讐葡栗革襲 雫・
3二24・1

ス蟹 騨 櫛 認
2.93.1

同 上
●

同 上

2・91
-一_一:3・8

正

ヲ

不
節

凸
結

凹
性

ス

面
酪

見

表

乾
散

灰
絞

・
ヲ

テ
斑
轍
節

シ
・
少
結

二
色

、性

色
黄

"
酪

ム

褐
白

ア
乾
認

,塁
ヲ

滑
結
ズ

李
上
得

面
眼

メ

表
肉
認

見所

渇16』14重

同 上

3.1

表面 下滑
粟粒大乃至不
正島唄歌小 豆
lJ〈ノ乾IG性 結
節 ヲ散 見 ス

暗 赤色 ニシテ
下部 ハ肝襟 ト
+リ 綴 邊鏡 シ

粟粒大 硝 チ標
結節 多敬水 中
二沈 ドス

3.5

表面顧粒状 ニ
シテ灰 白黄色
ノ斑蚊 ア リ乾

酪性結 節 ヲ散
見ス

18.'2

3.1

・!表 醐 粒劇

俵面穎粒状 後腹膜面二灰1
所 見 粟粒大硝子様 白黄色ノ膜棲

撫 ヲ散見ス編 轡薮期

重4.73.1

20.016.5

碑 ∵雛

3.1

17.0

同 上

1.9 3.3

實験第4結 核菌 「コクチゲ ン」

用 量4.5耗 ノ場 合

所 見 ハ第4表 ノ如 シ。

第4表 結 核 菌 「コ ク テ ゲy:用 量4・5蝿 ノ場 合

試 獣 番 睦 翫3・11M3・2い 転3・3)弧3・4翫3・5臣 均

411【 鶴3361305 2801315291305.4:重{

111X週 間 ノ堆 減!饅 重i--91345--71298
1

1」
+15螂{-513101+31322+8洛

1811X逼 間 ノ培減 、壁 重 一5340十2/300
冨

十173121十12'322十131335 1十7.8

肪1・X羅 野1画+脳31+・813・8 一71305 十3/325十513塾OI 十6.41328.2

21欄 轍 認 一181335;-81310 十201325 +18ノ 鋪1-51335i+1・4

91X週 間 ノ培減1饅重 一5330-3307
電

一71318 十31346十21/356十1.8

161X週 間 ノ増 減 盟 重 ÷21332-17290 一28290 一161330{十2/35s-11 .4
「

23X週 間 ノ培 減'肇 重 一351297じ 一5285 十2292 一9321-20/358-13 .4

301X週 間 ノ増減/盟重 一121285-7278 十71299 一25296-16322-10 .6

61XI週 間 ノ量減1匿重 十8293-4!274 一311268 +101306-71315i-4.8
13瓜1週 間 ノ君 減1匿 重i-18!275 一24,250

に
i/
「-7
し

一141254 十9315十5320-8.4{

201XI週 間 ノ堆 減 ノ饅 重1-3!272 一ユ7職 一72・ く+・ ・ノ33・コ ー4 ・2

271XI週 間 ノ培 減1塁 重1-2270 一13/2241十413121-1326-3 .7

4鵬 間ノ鞭 饅司 一・2258 / 十S320--91317-4.3i

111血 週 間ノ培減1饅重1-3濁 / 一2318-12/」05-5.6

18ノ組 週 間 ノ培減1饅重1-151240/ / 十713251-172$8-8.3

25齪 逞間曙 囎 重L42'・98/ /1 一35290-13!275-3().0

!2'1週 間 ノ堆波 匿重1/1/ /1一 ユ7273-15260-16・0

休養鯛 中髄 ノ推移1+、7rT-・3 十25 十10十49十22.S

死 亡 時 盟 劃 鰯 ・ 鵬 212 1至6。2嬢2274
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死亡 時髄霊 ノ減少

感 染 後 生 存 日撒

呪血11

検

所

見

1肋 膜

腹 膜

尺 網 膜

腸 間 膜

右 肺

左 肺

肝

脾

所 見

重

所 見

重

所 見

重

所 見

重

一168

盛「一

潤濁充血 シ轍維素
性禦片 ヲ

所 々二附著 ス

滲 出液 ヲ認 ム

潤濁充血 シテ
滲 出液 ヲ充 セ
リ

潤濁 シテ 尺ナ
'レ唖塊 ヲ形成
シ、結節 ヲ散

些zL

肥厚 シ結 節 ヲ
認 ム、淋巴腺

腫多数 ア リ

灰 白赤色 二灰白黄色
ノ斑紋

ヲナ シ乾酪性
結節 ノ多数 ヲ
認 ム水 中二沈
下 ス

3.7

同 上

3.2

一85

45

。＼ 滑

挙 滑

シ
ヲ

厚
節

肥
結

ニ
ノ

状
数

ム

搬
少
認

淋巴腺腫 ヲ認
ム

一93

牛

67

滑

李 滑

○

節
方

糾
」

リ

テ
シ
セ

ン
戊
退

濁
形
牽

湖

ヲ

ニ

淋巴腺腫ヲ認
ム

一65

102

所 々二粗 ナ,レ

維繊 素性索禦
ヲ附著 ス

滑

1'1大鱒 ノ下部
二沿 ヒ大 ナ ル

索 状 ノ勉 塊 ト
ナ レ リ

シ
子
在

二
硝
散

白
大

ヲ

灰
粒
節

紫
粟
結

淡

テ
様

ス

テ
様

見

シ
子
散

二
硝
ヲ

色
人
節

赤
粒
結

暗
粟

ノ

ス

2.3

同 上

2.0

シ
酪

ム

ニ
乾
認

滑

ノ
ヲ

亭
轍
節

面
少
結

表

テ
性

表面亭 滑ニ シ
テ肉眼上結 節

ヲ認 メ得 ズ

淋 巴腺腫 多倣
ヲ認 ム

一92

102

所 々二粗 ナル
繊維素性棄禦
ヲ附著 ス

李 滑

索状 トナ リ上
方 二牽退 セ リ

一100 ,8

81.0

淋巴腺腫 ヲ認
ムil

2・9 .

同 上

3.1

難 駿 轟 縄 色二け;
様結節ヲ散在
ス

2.9

同 上

2.6

灘鰯灘
見 ス

14.719.0

響ll騨 同
3.22.8

18.3 14.4

医面顧粒状
小豆大 ノ不正上1 島嗅状結節ヲ

2.61認 ム 、.8

粟粒大硝子核結節
ヲ散見ス

2.4 2.8

同 上

2.6

表面凹凸不正少数
ノ乾酪性

結節ヲ認ム

16。0

性
状
酪
ム

粒
乾
認

顧
ノ
ヲ

面
数
節

表
少
結

1.7

2.7

16.5

2.6

實験 第5結 核菌 「コク チゲ ン」

用 量6.0耗 ノ場合

所 見 ハ第5表 ノ如 シ。

第5表 結 核 菌 「コ ク チゲ ソ」用 量6.0琵 ノ場 合

試 獣 番 號

411X盟 重

1111X週 間 ノ堆減1髄 重

1811X週 間 ノ培減!髄重

25!・X灘譲 減1騒

2!X週 間 ノ堆減1饅重

9/X週 間 ノ増減/盟重

161X週 間 ノ堆減1髄重

231X週 間 ノ壇減1饅重

30!X週 間 ノ壇減1饅重

Nr・3・6}Nr・3・71Nr・3・8

284340305

一111273

十121285

十71292

一51287

十8!295

一15!280

十81288

一18!270

一151325

一25/300

/

/

/

/

/

/

十81313

十71320

一101310

十12!322

一171305

一121293

一131280

一31277

Nr・3・9Nr・3・ ・1亭

314305 298.0

均

01305

十51310

十31313

一5/308

一13!295

一111284

十41288

一81280

十81322

一371285

/

/

/

/

/

/

一1.0

十8.0

01305.0

十 〇.7

一7.3

一一12.6

一 〇.3

一9.7
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6刀【1週間 ノ堆減1饅重

131XI週 間 ノ培減ノ饅重

201XI週 間 ノ堆減'饅重一 一

一 一
27XI遇 間ノ堆減趨 重

41X】【週 間 ノ堆 減 ノ饅 重

111X】1週間 ノ培 涼 ノ髄 重
一 一

18X皿 週 間 ノ培 減'趙 重

休養期間中饅重ノ推移

死 亡 時 饅 璽一 一 一
死 亡 時 饅 重 ・減 少_一 一

感 染 後 生 存 日数

剖

.

楡

所

見

肋 膜

i

隊 膜

大 網 膜

腸 間 膜

,

1所 見

右 陣
ト

重

所 見左 肺1

重

肝

1

所 見

1重

}脾∵

0/270

-6'264

-6/258

/

/

/

一91268--12'268
//

一・13/255-3'265/

一7.0

一7 .3

一一10/24.5-8257

-2・2t223-12245

_____L/-51240

/-12,228

/ 一8 .0

一12/2`16
/ /

一91237

-231214

/

一/

/

/

一15 .3

一7 .0

/

十8

/ / 一131215 /
十5 十8

一17 .5

・-13.0

203

一89

十7.0

205 192 200.0

一・105-121 一105 .0

78一 一_6-e371

潤濁充血 シテ
所 々二粗 ナル
繊維素性紫片4～ 滑
璽ヲ岡重著 セ リ、'
少量 ノ滲出液
ヲ認 ム

77.3

滑

潤濁充血 シテ
滲 出液 ヲ充 セ
リ

乾酪性結 節 ヲ
散 見ス

索状 トナ リテ
膜 脾 二癒著 セ リ

結節 ヲ認 ム

;4x 滑ZF 滑

さ

姦醐 弓垂錨

1

節

巴
認

結
淋

ヲ

テ

、歎

シ
ム
多

厚
認
腫

肥

ヲ
腺

ム

膜

テ
檬
認

シ
子

ヲ

ニ
硝
薮

色
大
多

灰
粒
節

紫
粟
結

ム

23

上同

」2

テ
斑
性

ス

謬
鰻

色
黄

リ
ヲ

褐
白

ア
節

黄
灰
絞
結

⑩16

ニ
ト
不
乾

認

状

膜

、
ノ
ヲ

離
轡
器

麺
晶
離

ム
3

淋 巴腺腫 多歎 淋巴腺腫 ヲ認
ア リ ム

帯紅灰 白色 二1'シテ表面 ノ・細 淡褐色 ニ シテ

頴 粒状 乾酪性 粟粒大 ノ硝子
結節多数 ヲ認 結節多歎 ヲ認

1ム、水中 二沈 ム
下 ス

3.72.4

1同 上 同 上

3.32.5

表 面凹凸不 正 表面雫滑 ニ シ
ニ シテ乾酪性 テ少数 ノ乾酪

結 節 ヲ散見ス 性結節 ヲ認 ム

・8.2i・3.ゴ

,表面顧粒状 ニ
シテ乾酪性結同 上

節 ヲ散 見ス

13.1

2.8

15.9

2.9 2.1 2.8

封照實験

封照 トシテ観察セル無前盧置 ノ所見ハ第6表 ノ 如 シ。
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第6表 謝照無前慮置海瞑ノ感染程度

試 獣 番 貌1臨276 N島2771NL278 Nr。279N篤280 亭 均
一

411X膿 重
一 隔一}

～一_一 一 一7,一}一 一

3051308

一一 一 一 一 一},一

295320317309.0
一 一 一

11!IX週 間 ノ培 減1膿1E
一一}}__-一 甲'曽一

18/IX週 間 ・増減!肥 皿

1-一 一
一71298}-151293

,一一}"一一r-

-10/285-18/302、 十61323-8.8

十21300-3!290

一一二「 ラ

12921十101312i十213251十3.6

一 一一 一一 一一一一 一一一一一一1

21X週lll!ノ 圭雫ケ減!f樽,lti-13/302

i
一 噌辱一

2511囎 糠 減!酬+15!315i+8!298

i___一_

Lτll堕

1
十11313十151340十7。41311.2

!

一 一一一一一

十71320--22/318-7,6
昂 一一}}

9/X
-一 一 一

16!X
-}-

23!X
▲

1十213001-121278
一一噌一一

週17℃1ノ塘 城!槻 可t十3,305-15/285十41282
-一 一 一`一 一曹一 一 闘一酔輔 一r-r-一 一 噌駈『一噂一 一一亀レo一

鑑　綴 辮L… 謙 ヰ 彰i貯+3/288

一271293--281290-12.6
___}

一一8/28501290-6、4

　 _㎝ 一畠 一 一一 一

一曹 一 一一 一 一
一15/270--271263--18,4一281242

_r-■ 匿に一 雷一一 一一 炉一嘲一一,一

一9/272「-271215-7'263-13/%0-11.8
___一 一

30!X週1湖 ノ増 減1髄 コ匡1-3/272

61XI週 間 蝋!糎i-141258・-3・12421/=8/255/-17.3一一
131XI週 間 ノ培 減1饅 重 十21260//-201235/-9・O

I

201XI週1湖 ノ培 減!髄 重 一2512351/1/;//-25・0

休養期間中饅重ノ推移
1

十10-10-5-7十23十2。2

死 亡 時 盟 重 212195205}210220208.4

死亡 時盟重 ノ減少
___1

_1031-103-851-103--120-・102.8

感 染 後 生 存 日 数!5939381533945・6

剖

検

所

見

一
梱濁充血 シテ

粗 ニ シテ所 々所 々二粗 ナM所 々二繊維素
肋 膜 二繊 維素性禦 繊維素性索繋 準 滑 性紫片 ヲ附 著 亭 滑

片 ヲ附著ス ヲ 附著 ス1iる 滲 出液 ヲ
ill認 ム1

腹 囎 影 滑隔 難毒∵
1

大 網 膜繋 勢三灘 瞥 シク肥厚セ羅融 聯 脚

腸 間 膜灘 勢 巴腺腫ヲ認糠 ヲ認諜姦 饗 難 騨
8

右 肺
所見欝 灘 驚llll欝 藏

11
重13・5;2・8i3・213・714・213・5

左 肺

9

所見1灘%∴ ∴ 上…同 上…
結 節 ヲ認 ム、 ・

水 中 二沈 下 スli
l

重i生]之913⑩i3・L3幻3路

肝
豆大 ノ乾酪性 ヲ認 メ得 ズ
結 節 ヲ散見ス

所見1欝織 瀦騰 峯藷糠 轟
i

lヲ 認 ム

}、8.8

〆乾酪性結節大結節ヲ散見1散見ス
1ス{

重122.0 14.5
9 12。.51、8』 18.8
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脾
所 見

重

L
一
ノ
認

伏

杉

大

ヲ

し
フ

コ
　
ノ

粒
正
粒
数

頴
不
粟
多

面
邊

テ
節

表
縁

シ
結

ム

5.4

表面 凹凸不 正
ニ シテ少 数 ノ

粟粒 大結 節 ヲ
認 ム

2.2

一 「

乾
数

状
多

粒
諮

瓢
結

ム

面
性
認

表
酪

ヲ

粟
結

状
標

ス

粒
子
見

瓢
硝
散

、面
大
ヲ

表

粒
節

3.1 4.5

蓑而漱㈱ ヨ
シテ乾酪性結

節鮎在 ス
後面 二灰 白黄
色 ・膜様物 ヲ
附著 ス

4.3 3.9

所見総括

各實験 ノ主 要 ナル成 績 子総 括 ヒル ニ第7表 テ得 タ リ。

第7表 結 核菌「コクチゲ ソ」ノ用量1・免疫穫 得(感染)程 度 トノ開係

結 核 菌「コ ク チ ゲ ソ」 ㈱1・ 0.5 1.5

結 核 菌 「コ クチb'y」 注 麺 甑1296・5i291・0296・4305・4
　 　 　

養 期 間 中 盟 重 ノ 培 減1 -___i±.20・3±22・&i十20・8十22・ 量

感 染 前 饅 重1311.21316.81313.81317.2i328.2

3・・14・5i6・ ・

298.0

死 亡 腺 髄

減 量

十7.0

死 亡 時 髄 重 ノ 減 少1-102.81-115.8-105.41-97.OL100.8-105.0

305.0

重208.4「 乏σ諏6・208.41220.2227.4200.0

　 　 　

度1)2.242.171.4811.231.241.33

感 染 後 生 存 日 敬ca.657.4「 磧rl「921一

死
右

数13.5

81.0
　　ロ

3.12.8

77.3

亡

時

臓

器

重

量

肺

一
左

肺

肝

脾

實
封ee重1・ ・ 瓦1.71・.6 -11.♂1.41_望1

3.2 3.4 3.1

病 墜 進 行 劇(8鵬
實

封 腔 重100式

数13.4

1.7

病 髪 進 行 度2)

實 籔

0.028
(0.016)

1(8:8i}il)1(8:8δ3)i(8:8δ§)i(8:88§)!(8:86魯)

3。0・

　　

3.Ol

1.6

2.7i2.83.1

封 髄 重100瓦

病 攣 進 行 度2」

1.511.41.411.21.4

　
0・019!0.010}0.0130.0140.013i

(0・013)(0.010)}(0.009)1(0.008)1(0.009)

18.8

9.gi

9

0

FD

O6

1PO

9
陶

ρ0

7

1(U

Ω
U

7

ワ
●

17
・

4

7
.

00

19
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實 籔
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1)感染當時 ヨリ死亡 二至 ル迄/一 日平均減量度

2)罷 重100瓦 二換 算 セラ レタ ル臓器増量度(感 染 ヨ リ死亡 二至 ル迄 ノー 日亭均堆量度)

()内 ノ敷値ノ・死亡時臓器重量毎1.0瓦 二換 算サ レタル臓 器堆量度 帥 チ臓器 ノ罹患程度 ナ リ

1・ 本實 験 開 始 期 ハ晩 夏 ニ シ テ 残 暑甚 ダ嚴 シ

ク、封 照無 前 塵 置 海狽 群 二於 テ ハ殆 ン ド盟 重 ノ

檜加 ラ認 メ難 キ時 二當 リ、 結 核 菌 「コ ク チゲ ン」

テ注射 セ シ海 狽群 ニ ア リテハ休 養 期 間 中 一様 ナ

ル禮重増 加 テ認 メ タ リ。 コ レ今牧 嘉 雄 、 荒 木 千

里爾博 士 ノ報 告 セ ル結 核菌 「コ ク チゲ ン」ノー一般

的健常檜 進 作 用 テ 再 認 識 セ シムル モ ノナ リ(今

牧 、 結 核 第4巻 第1號 。 荒 木 、 日本 外 科 寳 函 第

8巻 第6號)。

注 射 量 ト膿 重 檜 加 トノ 關係 ハ 用 量0.5蝿 ヨ リ

4.5耗 二到 ル迄 デ殆 ン ド差 異無 ク、 用 量6.0琵

二於 テ 始 メ テ 稽 ≧減 退 ス ル テ 認 メ タ リ。 即 チ

6.OIEE-一 テ ハ下 行 位 相 テ示 ス モ ノナ リ.

2.結 核 菌 腹腔 注射 ニ ヨル感 染 後 ハ禮 重 ノ檜 加
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第4圃 結核菌「コクチゲ ソ」ノ川量 ト感染後偲 重

ノ毎24時 間減少度 ト・關係(第7表 峯照)
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一→ 免 疫 元 用 量(蝿)1結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」ノ場合

llAOノ 場 合(第2報 二依'レ)

第3圖 結 核 菌 「コ クチ ソ」ノ用 ・量ト髄 重100瓦 二封 ス

JV右 肺 墳 量(感 染 進 行)度 トノ關 係(第7表 参 照)
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-→ 免疫元用 量(蝿)

マ

、

一

j.o 4∫

9

欣 態 不 定 トナ リテ漸 次 減 少 ス。 然 レ共

無 前虎 置海獲 群 ノー檬 二論 落 的減 少 テ

呈 シタル ∴反 シ、 常 二遡 減 ノ大 勢 二抗

シテ猫 ホ且 ツ塀 加 セ ン トスル ノ傾 向 テ

認 メ得 ル ハ 免疫 敷 果 ノー 表現 ト思 考 セ

ラル。

3.結 核 感 染 後 死 亡 時 ノ李均 腸 重 減 少

}ll:i・結 核菌 「コ ク チグ ン」用量3.0耗 ノ

場 合最 小(-97.0瓦)ナ リ。

4.艦 重 減 量 度 二就 テ見 ル モ 同様 二結

核 菌 「コ ク チグ ン」用 最3.0耗 二於 テ最

小(1.23)ナ リ(第1囲 参 照)。 但 シ用量

4.5妬 一一於 ケ ル 艦 重 減 爺 度(1.24)モ

0.3耗 ノ場 合(1.23)ト 殆 ン ド差 ラ認 メ

ズ。

5.結 核 感 染 後 ノ生 存 日数 ハ 結 核菌

「コ ク チゲ ン」用 量4 .5耗 ノ場 合最大

(81.0日)ナ リ(第2圖 参 照)。

6.肺 、 肝 、 脾 ノ艘 重100瓦 二封 スル

壇 量 度(感 染 進 行 度)ハ 結 核菌 「コ クチ

ゲ ン」用量4.5耗 ノ場 合 最 小 ナ リ(第3

圖 乃 至 第6圖 参 照)。

7.AOテ 注射 セ ラ レタル 海麟 第2

報)二 於 テハ4群 中1群 テ 除 キ他 ハ悉

ク結 核 性 病 憂 テ呈 スル ニ至 ラズ シテ早

期 死 亡 海 瞑 テ績 出(第2報)シ タル ニ反

シ、 本 實 験 二 於 テハ 結 核 菌 「コ クチゲ

ン」用量6・0耗 ノ群 テ除 キ タル他 凡 テ

ノ實 験 群 ニ ア リテ ハ結 核病 漿 テ呈 スル

ダ ケ ノ十 分 ナ ル生 存 時 日 テ認 メ タ リ。

結 論

1・ 豫 メ結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」0.5-

6.0耗 マ デ ノ 種 々 ナル 量 テ 注 射 セ ラ

レ タル海 猿 モ、 人 型 標 準 結 核 菌(菌 量

0・00035耗)ノ 腹 腔 内注 射 感染 一 ヨリ

aeテ 例 外 無 ク 結 核 一 感 染 シ57 .4-81.0

日後 二死 亡 セ リ。
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2.然 レ共 、 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」

汁 射 ラ施 サザ リ シ海 狸 二比 較 ス レ

バ明 白 轟免 疫 ノ成立 テ認 メ シム。

免 疫 成 立 ノ事 實 ハ 下 ノ諸 項 二就 テ

顯 著 ナ リ。

A感 染後 ノ禮 重 ノ減 少 ハ漸 減 的

二非 ズ。 且 ツ朧 重 減 少 量蚊 二減 量

度 ノ減 弱 テ認 ム。

B感 染 後 生 存 日撒 ハ 延長 セ ラ レ

タ リ∩

C禮 重100瓦 二封 スル 臓 器増 量

度(感 染 進行 度)ノ 減 少 テ謹 ス。

3.結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン1用 量0.5

琵 ヨ リ4.5耗 迄 デへ 用 量 ノ檜 加

二從 ヒ免 疫 数 果 モ 亦 タ遍 加 セ リ。

然 ル ニ用量6.0琵 二及 ビ タル ニ免

疫 数 果 ハ却 テ減 弱 セ リ。 即 チ用 量

4.5琵 ノ場 合 最 大 ノ 免 疫 数 果 テ得

タ リ。

4.此 際 二到 達 シ得 タル最 大 免 疫

程 度 ハ、 無前 慮 置海 狽 二照 シ、 感

染 そ耀 重減 量 度 二於 テ55%ト ナ リ

生 存 日数 二於 テ177%ト ナ リ、 盟

重100瓦 二封 スル 臓 器靖 量 度 二於

テハ 、右 肺35%、 左 肺36%、 肝

臓32%、 脾 臓30%ナ リキ。 郎 チ

大禮 二於 テ病 的 壁 化 ノ進行 程 度 テ

無 前塵 置試 獣 二於 ケ ル モ ノ ・1/3ノ

程 度 二減 少 セ シメ 得 タル モ ノ ト考

へ得 ベ シ。

5.結 核 菌 「コ クチゲ ン」一 於 テハ

AO二 於 テ認 メ タ ル ガ 如 キ(第2

報)、 特 二或 ル個 膿 二封 シテ ノ不 適

合 性 テ疑 フベ キ事 實 二 遭 遇 セザ リ

キ。

6.注 射 量3.0琵 ト4.5耗 トノ間

一、1免疫 数 果 ノ顯 著 ナ ル差 異 ラ認

メ得 ザ リ シバ、 結 核 菌 「コ ク チゲ

ン」ノ反 慮 域 ガ大 ナ ル ガ爲 二・容 易
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二 川ltll過 大 一原 因 へ几陰 性 期 ラ贋 現 ヒザ ・レー■ifi

ス 見 モ ノ ナ リ0

7.派 占牛亥1繁iレ1'ノrゲ ン」ノil{勾寸 ナ受 ケ タ リ シii:J:

狼 ハ 、 例 外 無 ケ船IE乃 曾加 セ リnlllノ 増 加 吊 卜

i1,射111ト ノ關 係 ハ 、ll射 鞠㌃0.5立 毛乃 至4。5姥 迄

ノ範 固 ∴ 於fへ 増 加hR:∴ 殆 ン ド;`拠 チ認メ ズ。

即 チ結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」s依 ル ー 般 的 健 康 」曾1旭

作 川 へ 小lt:・i1・j'1・j・・-1リi-〔 、 既 二充 分 磯 揮 シ

得 ル'IP知 リ得 タ リ。

烈ミノレ=一、1司 一亀糸占拳亥1某ilコ ク チ ゲ ン」一噸1リ ノ獲 そ1}.

セ ラ レ タ ル 免 疫 桿 度 二 於 テハ 、 汁 射1・i1:4.5妬 ノ

場 合 ハ、 用景0.5蛇 ノ場 合 二比 シ、 病 的 攣 化 ノ

進 行 速 度 殆 ン ド 】ん 二過 ギ ズ。

此 ノ事 實 ハ結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ハ、 其 ノ ー般 的

健 康 食曾進(非 特 殊)性 作 川 以 外 二、 ソ レ ト直接 ノ

關 係 無 ク、 特 殊 免 疫 作 用 ラ有 スル事 テ鐙 シ得 タ

ル しノナ リ。 換 。㌃ス レパ、 結 核 菌 「コ ク チゲ ン」

∴依 ル抗 結 核 免 疫 獲 得 ノ'ド實 ト、 一般 的健 康 檜

進作 川 トハ、 結 核 菌 「■ ク チ ゲ ン」ノ有 ス ル相 互

・二相 異 リ タル ニ ツ ノ 作 用 一 他 ナ ラザ ル モ1ナ

リ。




